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整
合
と
統
合
-
･ア
メ
-
カ
合
衆
国
の
雇
用
構
造
改
革
訴
訟
に
於
る
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
の
手
続
と
解
釈
1
ヽ弓
II/
水
尾
序
一
章
公
民
権
法
七
編
に
基
づ
く
雇
用
構
造
改
革
訴
訟
と
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
二
幸
積
極
的
差
別
是
正
措
置
と
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
グ
リ
ー
三
章
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
の
法
性
質
と
手
続
四
章
コ
ン
セ
ン
ー
･
デ
ク
リ
ー
の
解
釈
整合と統合 (小川水尾)
｢
権
利
の
時
代
｣
で
あ
る
今
日
'
最
旦
一
〇
世
紀
的
な
権
利
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
平
等
権
が
'
法
文
化
'
訴
訟
社
会
を
も
っ
て
任
ず
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
て
特
異
か
つ
急
進
的
な
展
開
を
見
て
き
た
の
は
'
何
ら
驚
く
に
価
し
な
い
自
明
の
理
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
｡
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
'
第
二
次
大
戦
を
通
し
て
対
外
的
に
も
民
主
主
義
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
君
臨
し
'
国
際
関
係
の
場
に
パ
ッ
ク
ス
･
パ
ワ-
ヒ
ユ-
マソ
ライ
ツ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
を
実
現
し
た
わ
け
だ
が
'
そ
の
国
家
イ
メ
ー
ジ
は
力
と
人
権
を
双
頭
と
す
る
鷲
で
あ
る
｡
経
済
･
軍
事
的
基
盤
を
根
拠
と
し
て
資
本
主
義
･
帝
国
主
義
的
拡
大
と
い
う
強
力
な
ム
チ
を
し
な
ら
せ
る
一
方
'
冷
戦
期
を
経
て
ソ
連
邦
と
の
対
立
競
争
関
係
に
於
て
'
人
権
･
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
と
い
う
ア
メ
を
標
樺
す
る
こ
と
は
国
益
に
通
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
｡
ソ
連
邦
･
共
産
主
義
と
の
差
異
を
創
出
し
'
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
力
か
ら
人
権
(法
的
遺
徳
主
義
)
へ
と
力
点
転
換
す
る
政
策
は
､
カ
ー
タ
ー
政
権
期
に
明
確
に
な
っ
た
が
'
一
九
七
六
年
以
来
の
人
権
外
交
の
根
底
は
'
一
七
七
六
年
ア
メ
リ
カ
共
和
国
成
立
以
来
'
一
七
八
八
年
連
邦
憲
法
制
定
以
来
の
ア
リ
ステイ
･Lメ
ソ
ト
メ
リ
カ
東
部
の
理
念
の
再
表
現
で
あ
り
'
伝
統
的
な
憲
法
主
義
的
理
念
を
温
故
知
新
し
国
際
化
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
.
が
'
時
間
を
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
移
し
'
空
間
を
一
連
邦
共
和
国
か
ら
世
界
へ
と
拡
大
し
ょ
う
と
し
た
人
権
と
い
う
ア
メ
リ
カ
的
理
念
が
現
ヽヽめ.I
実
的
政
策
と
し
て
機
能
す
る
に
は
'
ア
メ
リ
カ
は
先
ず
｢随
よ
り
始
め
｣
な
-
て
は
な
ら
な
か
っ
た
｡
積
年
の
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
っ
た
人
種
差
別
を
連
邦
政
策
と
し
て
積
極
的
に
是
正
し
'
自
国
の
連
邦
公
民
権
を
実
効
化
し
な
い
こ
と
に
は
'
世
界
に
向
っ
て
基
本
的
人
権
を
称
揚
す
る
説
得
力
を
有
さ
な
い
こ
と
に
な
る
｡
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一
章
公
民
権
法
七
編
に
基
づ
-
雇
用
構
造
改
革
訴
訟
と
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
-
1
286
(1
)
現
代
公
民
権
法
の
雄
で
あ
る
七
編
は
'
一
五
名
以
上
の
従
業
員
を
擁
す
る
事
業
主
'
労
働
組
合
及
び
職
業
紹
介
業
者
が
'
人
種
'
宗
教
'
性
も
し
-
は
出
身
国
ゆ
え
に
'
従
業
員
並
び
に
求
職
者
に
対
し
不
公
平
な
雇
用
人
事
慣
行
に
従
事
す
る
こ
と
を
違
法
化
し
'
特
に
ア
メ
リ
(2
)
カ
の
夢
を
み
る
こ
と
か
ら
歴
史
的
に
排
除
さ
れ
続
け
て
き
た
黒
人
に
'
基
本
的
人
権
の
中
枢
で
あ
り
､
社
会
参
加
の
核
心
と
も
言
え
る
雇
ヽ
ヽ
用
機
会
平
等
を
実
定
法
を
も
っ
て
保
障
し
た
も
の
で
あ
り
'
1
九
六
四
年
と
い
う
パ
ッ
ク
ス
･
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
頂
点
期
の
楽
観
'
べ
-
ナ
ム
軍
需
景
気
に
よ
る
経
済
的
強
気
並
び
に
民
主
党
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
政
治
的
強
気
を
背
景
に
制
定
さ
れ
'
翌
六
五
年
七
月
二
日
の
発
効
を
み
た
の
で
あ
る
｡
一
体
'
ア
メ
リ
カ
の
法
体
系
は
判
例
法
へ
の
傾
き
が
強
-
'
法
令
が
制
定
･
発
効
を
み
た
か
ら
と
い
っ
て
'
規
定
さ
れ
て
い
る
権
利
'
テ
スー
ケ
-
ス
違
反
'
救
済
の
具
体
的
な
内
容
'
状
況
'
程
度
は
想
定
は
さ
れ
て
い
て
も
未
だ
確
定
は
し
て
い
な
い
｡
訴
訟
を
数
事
例
経
て
､
議
会
制
定
の
文
言
が
裁
判
所
の
判
決
(司
法
解
釈
)
に
よ
り
特
定
訴
訟
の
特
定
事
実
及
び
法
律
関
係
に
通
用
さ
れ
'
権
利
'
救
済
の
外
郭
が
漸
次
画
線
さ
れ
て
ゆ
-
｡
判
例
法
に
よ
る
制
定
法
の
実
効
化
で
あ
り
､
立
法
者
で
あ
る
議
会
の
原
意
図
を
'
第
三
府
で
あ
る
司
法
府
が
事
例
の
中
で
確
認
し
'
構
築
し
'
脱
構
築
す
る
司
法
立
法
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
｡
制
定
法
の
発
効
か
ら
テ
ス
-
ケ
ー
ス
数
件
が
確
定
し
'
判
例
法
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
'
通
常
か
な
り
の
時
間
を
必
要
と
す
る
｡
七
編
の
場
合
'
制
定
は
六
四
年
一
月
一
日
'
発
効
は
六
五
年
で
あ
っ
た
が
'
(3
)
(4
)
七
〇
年
の
声
を
聴
い
て
ダ
リ
ッ
グ
ズ
事
件
の
最
高
裁
判
決
が
あ
り
'
七
二
年
に
雇
用
機
会
平
等
法
と
い
う
修
正
･
強
化
法
案
を
加
え
'
判
(5
)
例
法
上
､
独
自
の
法
の
形
成
･
実
現
期
に
入
る
の
は
七
九
年
の
ウ
ェ
ー
バ
事
件
以
降
で
あ
る
｡
尤
も
七
編
の
上
位
法
規
に
は
'
連
邦
憲
法
修
正
第
五
条
一
四
項
(
一
七
九
一
年
確
定
'
連
邦
政
府
に
対
す
る
適
正
手
続
請
求
権
は
法
の
下
の
平
等
的
側
面
を
含
む
)'
南
北
戦
争
終
結
後
の
一
八
六
五
'
一
八
六
八
'
一
八
七
〇
の
各
年
に
確
定
し
た
同
修
正
第
二
二
'
第
一
四
'
及
び
第
整合と統合 (小川水尾)
一
五
各
条
､
な
か
ん
ず
く
同
修
正
第
一
四
条
の
法
の
下
の
平
等
条
項
が
あ
る
し
､
連
邦
権
力
の
拡
大
の
武
器
で
あ
っ
た
州
際
通
商
条
項
(6
)
(同
憲
法
第
一
条
八
節
三
項
'
一
七
八
八
年
)
や
､
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
労
使
関
係
法
の
反
差
別
条
項
に
も
遡
及
で
き
る
｡
上
位
法
令
で
は
な
い
が
'
一
八
六
六
年
確
定
の
公
民
権
法
(合
衆
国
連
邦
法
典
四
二
編
一
九
八
一
条
)
や
一
八
七
一
年
確
定
の
公
民
権
法
(同
四
二
編
1
九
八
三
条
'
タ-
･クラツクス
･クラソ
俗
に
K
･
K
･
K
法
)
も
連
邦
雇
用
平
等
権
の
重
要
な
法
源
で
あ
り
訴
因
で
あ
る
｡
一
九
五
四
'
五
五
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
Ⅰ
'
Ⅱ
事
件
(公
立
学
校
に
於
る
人
種
隔
離
の
違
憲
性
と
､
可
及
的
速
や
か
な
人
種
統
合
を
判
示
)
を
端
緒
と
(7
)
す
る
連
邦
平
等
権
は
'
八
〇
年
代
中
葉
に
到
る
迄
'
大
勢
は
法
源
に
於
て
修
正
第
一
四
条
を
顧
む
憲
法
訴
訟
で
あ
っ
た
｡
憲
法
訴
訟
は
象
ノ
モ
ス
徴
性
'
イ
ン
バ
ク
ー
の
強
さ
'
現
行
規
範
の
基
本
的
在
り
方
の
確
認
'
見
直
し
も
し
-
は
方
向
転
換
と
'
そ
の
全
社
会
に
及
ぶ
価
値
設
定
機
能
に
は
圧
倒
的
な
も
の
が
あ
る
が
'
あ
る
権
利
(価
値
'
規
範
)
が
人
口
に
謄
灸
し
､
き
め
細
か
い
履
行
'
執
行
を
み
る
に
は
'
特
殊
立
法
及
び
政
令
を
得
た
な
-
て
は
な
ら
な
い
｡
雇
用
機
会
平
等
権
の
場
合
は
上
述
の
ご
と
-
､
歴
史
的
な
連
邦
諸
立
法
を
踏
ま
え
て
の
六
四
年
公
民
権
法
七
編
と
､
七
二
年
修
正
の
雇
用
機
会
平
等
法
が
特
殊
立
法
の
大
動
脈
で
あ
る
｡
特
に
七
二
年
の
雇
用
機
会
平
等
法
は
'
雇
用
機
会
平
等
委
員
会
(
E
E
O
C
､
大
統
領
任
命
の
五
人
の
委
員
に
よ
り
構
成
､
上
院
の
助
言
と
同
意
が
任
命
に
際
し
て
要
件
'
任
期
五
年
)
と
い
う
連
邦
独
立
委
員
会
を
発
足
さ
せ
'
更
に
右
雇
用
機
会
平
等
委
員
会
と
司
法
省
に
違
法
な
差
別
(8
)
慣
行
(パ
タ
ー
ン
･
オ
ア
･
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
)
を
職
権
で
訴
追
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
し
た
｡
雇
用
機
会
平
等
権
の
保
障
は
､
実
質
的
に
は
雇
用
の
つと
機
会
平
等
委
員
会
及
び
司
法
省
が
七
〇
六
'
七
〇
七
両
条
の
行
政
要
件
'
管
轄
要
件
'
訴
訟
手
続
要
件
に
法
っ
て
提
起
す
る
公
訴
に
拠
っ
て
い
る
｡
｢
差
別
｣
と
い
う
言
辞
か
ら
し
て
情
動
性
の
濃
厚
な
も
の
で
'
法
構
成
が
難
し
-
'
六
三
-
六
四
年
の
制
定
の
段
階
で
定
義
に
(9
)
(S
)
(l
)
難
渋
し
た
｡
｢排
除
｣
｢
不
均
衡
｣
｢
(白
人
と
の
)偏
差
値
二
～
三
以
上
｣
｢
白
人
選
抜
率
の
八
〇
%
以
下
｣
と
い
っ
た
定
義
も
､
業
務
上
の
(12
)
必
要
能
力
'
善
意
の
年
功
制
の
防
衛
に
対
し
て
証
拠
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
少
な
-
な
い
｡
加
害
者
個
人
対
被
害
者
個
人
'
過
失
(13
)
対
救
済
が
妥
当
す
る
直
接
差
別
の
法
理
で
把
握
で
き
な
い
氷
山
の
潜
在
部
分
こ
そ
が
'
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
た
る
人
種
差
別
現
象
の
圧
倒
的
な
部
分
と
い
え
る
｡
社
会
性
､
公
益
性
の
視
点
か
ら
雇
用
機
会
平
等
委
員
会
及
び
司
法
省
が
公
共
事
業
体
(地
方
自
治
体
た
る
市
･
郡
)
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ア
フ
ア
ー
マ
テ
イ
ヴ
･
ア
ク
ツ
ヲ
ソ
及
び
大
企
業
を
被
告
に
公
訴
権
を
発
動
す
る
パ
タ
ー
ン
･
オ
ア
･
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
訴
訟
は
'
積
極
的
差
別
是
正
と
い
う
意
味
で
の
雇
用
平
等
権
を
可
視
的
に
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
現
従
業
員
も
し
-
は
求
職
者
の
集
団
に
代
っ
て
提
起
さ
れ
'
雇
用
機
会
平
等
委
員
会
も
し
-
は
司
法
省
が
自
治
体
や
大
企
業
の
差
別
的
人
事
行
為
･
慣
行
を
連
邦
地
方
裁
判
所
に
申
し
立
て
'
従
業
員
集
団
(14
)
全
体
に
及
ぶ
差
止
救
済
と
'
従
業
員
個
人
に
与
え
ら
れ
る
損
害
賠
償
救
済
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
｡
特
に
カ
ー
タ
ー
政
権
時
の
司
法
省
は
'
七
編
の
執
行
に
熱
心
で
'
雇
用
機
会
平
等
委
員
会
と
同
等
も
し
-
は
そ
れ
以
上
の
執
行
権
限
が
(15
)
七
八
年
の
行
政
再
組
織
計
画
一
号
五
節
に
よ
り
同
省
に
付
与
さ
れ
て
い
る
｡
司
法
省
に
よ
る
パ
タ
ー
ン
･
オ
ア
･
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
訴
訟
は
'
七
二
年
の
修
正
以
前
も
私
企
業
に
対
し
て
は
提
起
さ
れ
て
い
た
が
'
当
該
再
組
織
計
画
に
よ
っ
て
'
州
や
市
の
地
方
自
治
体
に
対
す
る
訴
訟
提
起
の
権
限
が
司
法
長
官
に
集
中
的
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
雇
用
機
会
平
等
委
員
会
か
ら
公
共
団
体
訴
追
権
限
を
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
'
七
二
年
か
ら
七
八
年
ま
で
同
委
員
会
が
果
し
て
き
た
訴
訟
開
始
に
必
要
な
要
件
'
｢
調
査
'
事
実
決
定
､
被
告
へ
の
通
知
'
和
解
の
試
み
｣
を
司
法
省
が
果
す
こ
と
に
な
る
｡
右
要
件
を
充
足
す
る
手
続
と
し
て
､
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
が
司
法
省
の
七
編
執
行
戦
略
の
主
流
に
な
っ
て
-
る
｡
全
面
訴
訟
で
敗
訴
の
リ
ス
ク
を
負
う
よ
り
'
訴
訟
開
始
に
必
要
な
右
要
件
を
充
足
し
っ
つ
'
訴
訟
上
の
和
解
た
る
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
タ
リ
ー
締
結
に
も
ち
こ
む
訴
訟
経
済
政
策
で
あ
る
｡
因
み
に
司
法
省
が
地
裁
に
訴
訟
を
提
起
し
た
ケ
ー
ス
の
う
ち
三
分
の
二
が
'
提
起
と
同
(16
)
時
か
少
し
後
れ
て
'
当
該
デ
タ
リ
ー
で
和
解
さ
れ
て
い
る
'
と
の
司
法
省
の
デ
ー
タ
が
あ
る
｡
ま
た
七
二
年
か
ら
八
三
年
の
間
に
司
法
省
は
一
〇
六
の
地
方
自
治
体
に
対
し
て
公
訴
を
提
起
し
'
八
八
%
に
当
る
九
三
件
を
デ
ク
リ
I
で
和
解
し
て
お
り
'
九
三
件
中
三
一
件
は
'
本
案
判
決
後
に
デ
タ
リ
ー
締
結
が
交
渉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
デ
ク
リ
-
手
続
が
介
入
せ
ず
(17
)
全
面
訴
訟
に
終
始
し
た
の
は
一
〇
六
件
中
二
二
件
に
過
ぎ
な
い
｡
特
に
財
政
年
度
八
七
年
は
'
司
法
省
公
民
権
部
雇
用
訴
訟
課
に
と
っ
て
デ
ク
リ
-
締
結
数
が
史
上
最
多
で
あ
っ
た
｡
一
年
で
二
九
件
の
バ
ツ
ク
･
ペ
イ
公
訴
を
し
､
二
八
件
の
デ
タ
リ
ー
締
結
と
い
う
執
行
成
果
を
あ
げ
た
｡
損
害
賠
償
と
し
て
遡
及
的
給
与
が
総
額
三
億
四
千
万
ド
ル
'
四
億
288
整合と統合 (小川水尾)
(18
)
六
千
万
円
以
上
'
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
従
業
員
に
支
給
さ
れ
た
と
あ
る
｡
(19
)
(20
)
(21
)
立
法
沿
革
も
'
行
政
命
令
も
'
行
政
指
導
方
針
も
'
心
理
及
び
経
済
的
な
誘
因
を
使
い
つ
つ
雇
用
構
造
改
革
の
手
段
'
手
続
と
し
て
の
デ
タ
リ
ー
を
支
持
す
る
｡
(2
)
学
説
も
公
民
権
訴
訟
に
於
る
デ
タ
リ
ー
手
続
の
将
来
性
を
指
摘
す
る
｡
二
幸
積
極
的
差
別
是
正
措
置
と
コ
ン
セ
ン
ト
･
デ
ク
リ
-
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
雇
用
構
造
改
革
の
手
続
と
し
て
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
に
訴
え
る
点
に
於
て
の
み
各
界
の
総
意
の
結
集
が
あ
る
｡
改
革
の
実
体
は
'
ク
オ
ー
タ
(23
)
最
も
典
型
的
に
雇
用
･
昇
進
割
当
及
び
差
止
支
給
の
た
め
の
地
裁
の
管
轄
権
保
持
で
あ
る
｡
サ
ブ
ス
タ
ソ
ス
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
'
雇
用
構
造
改
革
の
実
体
と
い
っ
て
も
よ
い
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
･
ア
ク
シ
ョ
ン
･
プ
ラ
ン
(積
極
的
差
別
是
プ
p
セ
ス
ヽ
ヽ
ヽ
正
措
置
'
以
下
A
A
P
)
と
'
履
行
手
続
と
し
て
の
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
タ
リ
ー
の
親
和
性
で
あ
る
｡
雇
用
構
造
改
革
の
長
期
性
と
'
既
得
利
ヽ
ヽ
益
を
し
ば
し
ば
｢
引
き
下
げ
｣
に
よ
っ
て
過
失
し
な
-
て
は
な
ら
な
い
白
人
従
業
員
･
求
職
者
集
団
か
ら
の
抵
抗
と
い
う
事
実
上
の
与
件
に
対
抗
し
て
如
何
な
る
司
法
政
策
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
か
の
解
明
で
も
あ
る
｡
改
革
の
長
期
性
'
抵
抗
の
事
実
上
の
与
件
に対す
る
(24
)
政
策
上
の
与
件
は
'
自
主
的
な
和
解
努
力
が
連
邦
政
策
た
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
事
実
上
及
び
政
策
上
の
与
件
を
踏
ま
え
て
､
本稿は
次
の
二
点
に
論
及
す
る
｡
H
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
の
私
法
契
約
的
側
面
(自
主
的
和
解
)
と
司
法
執
行
的
側
面
(差
止
･
裁
判
所
侮
辱
罪
)
の
混
合
が
､
正
に
そ
の
ヽ
ヽ
硬
と
軟
の
両
面
性
ゆ
え
に
'
雇
用
改
革
の
先
鋭
的
な
部
分
た
る
A
A
P
推
進
･
履
行
手
続
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
｡
ヽ
ヽ
Ti
デ
ク
リ
ー
の
解
釈
問
題
は
'
デ
ク
リ
ー
の
履
行
段
階
'
改
革
の
進
行
段
階
で
起
る
が
'
地
裁
の
判
事
は
'
改
革
の
事
実
･
法
律
関
係
を
七
編
の
制
定
日
的
及
び
原
被
両
当
事
者
の
合
意
に
整
合
さ
せ
る
｡
判
事
は
､
解
釈
の
幅
と
も
い
う
べ
き
可
能
な
選
択
の
上
限
･
下
限
を
289
明
示
す
べ
き
で
あ
る
｡
判
事
が
解
釈
の
幅
を
明
示
す
る
義
務
は
､
司
法
の
裁
量
権
に
よ
る
関
与
が
多
大
な
雇
用
構
造
改
革
に
あ
っ
て
'
デ
ク
リ
-
手
続
を
補
綴
す
る
と
共
に
'
改
革
の
動
向
に
相
当
な
規
整
を
及
ぼ
す
べ
き
も
の
で
あ
る
.
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二
点
の
論
旨
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
で
'
七
編
の
構
図
全
体
を
僻
轍
す
る
と
'
そ
れ
は
平
等
権
の
表
と
裏
と
で
も
い
え
る
情
況
で
あ
る
｡
ヽ
七
編
は
過
去
の
差
別
の
痕
跡
を
払
拭
し
ょ
う
と
す
る
反
差
別
原
則
と
'
そ
の
コ
ス
I
と
し
て
現
在
･
将
来
に
白
人
労
働
者
を
逆
に
引
き
下
ヽ
げ
る
逆
差
別
現
象
を
実
践
的
に
包
摂
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
使
命
を
負
-
｡
積
年
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
決
し
ょ
う
と
し
て
別
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
ら
な
-
て
は
な
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
社
会
の
平
等
権
実
現
上
の
苦
境
で
あ
る
｡
事
業
主
が
差
別
是
正
の
た
め
に
'
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
人
員
を
積
極
的
に
雇
用
し
昇
進
さ
せ
､
レ
イ
オ
フ
の
対
象
に
し
な
い
等
の
A
A
P
を
施
行
し
た
結
果
､
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
従
業
員
､
白
人
従
業
員
ダ
ブ
ルバ
イ
ンド
(25
)
の
両
方
か
ら
｢
過
去
の
差
別
｣
｢
現
在
･
将
来
の
差
別
｣
の
申
し
立
て
を
さ
れ
挟
み
撃
ち
に
な
る
｢事
業
主
の
ジ
レ
ン
マ
｣
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
｡
複
数
の
ジ
レ
ン
マ
を
学
ん
だ
七
編
で
あ
る
が
'
そ
の
両
義
的
な
制
定
目
的
が
公
平
に
実
施
さ
れ
て
い
-
進
行
の
プ
ロ
セ
ス
が
雇
用
構
造
改
革
で
あ
る
｡
雇
用
構
造
改
革
に
あ
っ
て
即
効
性
の
高
い
の
は
A
A
P
で
あ
る
｡
A
A
P
は
平
等
概
念
の
中
で
特
異
な
位
置
を
占
め
る
一
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
価
値
､
一
実
体
で
あ
り
､
機
会
平
等
に
対
す
る
処
遇
平
等
､
個
人
正
義
に
対
す
る
集
団
正
義
､
矯
正
分
配
的
正
義
に
対
す
る
再
分
配
的
正
(26
)
義
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
｡
諸
論
争
の
焦
点
で
あ
る
A
A
P
-
人
種
的
特
恵
措
置
と
し
て
の
持
ち
上
げ
比
率
の
使
用
1
と
い
-
実
体
的
価
値
の
是
非
は
'
寧
ろ
政
治
･
倫
理
の
問
題
で
'
七
編
法
理
に
あ
っ
て
は
､
A
A
P
を
規
定
す
る
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
の
肯
認
手
続
の
公
平
さ
'
骨
認
阻
止
権
､
阻
止
権
行
使
の
時
宜
性
'
判
決
効
､
解
釈
の
一
貫
性
と
い
っ
た
手
続
及
び
解
釈
の
土
俵
で
論
争
が
展
開
す
る
｡
勿
論
A
A
P
是
非
の
実
体
論
は
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
の
手
続
･
解
釈
論
に
連
動
し
て
い
る
｡
論
旨
E
の
デ
ク
リ
ー
の
手
続
的
混
合
性
は
､
正
に
A
A
P
是
非
両
論
の
妥
協
と
合
成
の
反
映
で
あ
る
｡
論
旨
jI
の
目
的
整
合
的
解
釈
に
整合と統合 (小川水尾)
よ
る
改
革
の
動
向
の
規
整
も
'
実
体
(
A
A
P
)
'
手
続
(
コ
ン
セ
ン
ト
･
デ
ク
リ
-
)
が
解
決
し
そ
こ
な
っ
た
間
際
を
'
司
法
解
釈
が
履
行
段
階
で
補
充
'
釈
明
'
解
決
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
｡
三
幸
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
タ
リ
ー
の
法
性
質
と
手
続
コ
ン
セ
ン
ト
･
デ
ク
リ
ー
の
法
性
質
の
最
た
る
も
の
は
､
混
合
性
と
集
団
性
で
あ
る
.
社
会
的
悪
徳
と
さ
れ
る
市
場
独
占
､
環
境
汚
染
'
国
家
諜
報
機
関
に
よ
る
プ
ラ
イ
グ
ァ
シ
ー
侵
害
'
病
院
や
監
獄
等
の
社
会
施
設
の
荒
廃
と
い
っ
た
反
価
値
を
治
癒
す
る
た
め
に
'
裁
判
所
が
被
害
者
の
集
団
と
'
推
定
上
の
加
害
者
の
集
団
に
和
解
契
約
(訴
え
の
取
下
げ
･
放
棄
と
'
違
法
行
為
停
止
･
救
済
の
約
因
の
交
換
)
を
締
結
さ
せ
る
手
続
で
あ
る
｡
推
定
上
の
加
害
者
の
自
覚
症
状
･
有
罪
意
識
を
利
用
し
て
'
加
害
者
自
ら
に
契
約
履
行
･
制
度
改
革
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
を
取
ら
せ
'
反
価
値
と
さ
れ
る
独
占
､
環
境
汚
染
'
人
種
差
別
な
ど
の
現
象
を
'
加
害
者
の
意
識
性
に
の
っ
と
っ
て
自
己
治
療
し
て
ゆ
か
せ
る
手
続
で
あ
る
｡
被
害
者
集
団
が
約
束
を
受
け
'
加
害
者
集
団
が
約
束
を
寄
せ
る
と
い
う
契
約
的
な
当
事
者
相
互
の
交
換
関
係
に
加
え
て
'
地
裁
の
裁
判
官
が
デ
ク
リ
-
締
結
･
履
行
･
修
正
･
取
消
し
の
各
局
面
で
骨
認
･
香
認
を
な
し
た
り
'
履
行
監
視
を
な
し
た
り
'
デ
ク
リ
ー
に
上
訴
の
根
拠
と
な
る
判
決
効
を
生
じ
さ
せ
た
り
の
積
極
的
か
つ
持
続
的
な
司
法
関
与
を
な
す
手
続
で
あ
る
｡
裁
判
官
は
七
〇
三
粂
川､
㈲両
項
'
七
〇
六
条
㈲
項
の
司
法
抑
止
の
制
定
法
の
文
言
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
経
営
の
自
由
･
営
業
特
権
の
侵
害
を
辛
う
じ
て
避
け
'
エ
ク
イ
テ
ィ
(衡
平
法
)
上
許
さ
れ
て
い
る
裁
量
権
を
最
大
に
行
使
し
て
､
雇
用
構
造
改
革
に
執
行
力
を
絡
ま
せ
る
｡
コ
ン
セ
ン
ー
(両
当
事
者
の
合
意
)
と
い
う
契
約
の
精
髄
に
､
デ
ク
リ
-
(司
法
命
令
)
と
い
う
公
権
力
に
よ
る
強
制
を
掛
け
合
わ
せ
た
混
合
'
中
(
27)
(
28)
間
手
続
が
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
で
あ
る
｡
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
の
法
性
質
を
め
ぐ
っ
て
'
伝
統
的
に
契
約
説
'
命
令
説
'
及
び
混
合
説
が
対
立
す
る
が
'
混
合
説
の
妥
当
性
が
高
い
｡
契
約
説
は
'
差
別
を
し
な
い
こ
と
､
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
積
極
的
に
リ
ク
ル
ー
-
･
採
用
･
訓
練
･
昇
進
す
る
こ
と
を
自
主
的
に
約
定
す
る
事
実
を
強
調
し
'
命
令
説
は
'
事
業
主
が
現
行
の
差
別
的
慣
行
を
改
め
な
い
と
き
291
レ
ス
･
ジ
三
ア
イ
カ
-
タ
コ
ヲ
テ
ラ
ル
･
エ
ス
ト
ツ
べ
ル
の
裁
判
所
の
差
止
支
給
権
'
デ
ク
リ
ー
が
請
求
遮
断
効
･争
点
遮
断
効
の
既
刊
効
を
帯
び
る
点
'
上
訴
の
根
拠
に
な
る
点
を
強
調
す
る
が
'
雇
用
平
等
訴
訟
の
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
は
混
合
説
へ
'
司
法
政
策
的
に
傾
斜
し
て
い
る
観
が
強
い
｡
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改
革
の
長
期
性
と
白
人
従
業
員
集
団
か
ら
の
予
定
抵
抗
が
事
実
上
の
与
件
で
あ
り
'
自
主
的
和
解
が
連
邦
政
策
上
の
与
件
で
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
が
'
改
革
が
充
足
し
な
-
て
は
な
ら
な
い
右
三
与
件
を
考
慮
す
る
と
'
混
合
説
に
則
し
た
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
は
自
動
的
に
浮
び
上
る
感
も
あ
る
｡
私
人
の
集
団
で
あ
れ
､
司
法
省
'
地
方
自
治
体
'
企
業
で
あ
れ
'
約
因
交
換
に
関
す
る
意
思
表
示
を
､
あ
く
ま
で
手
続
の
根
底
に
据
え
'
修
正
･
取
消
し
の
申
し
立
て
'
履
行
遅
延
'
不
履
行
の
抵
抗
に
あ
っ
た
ら
司
法
行
為
に
顧
ま
せ
'
或
い
は
再
訴
訟
を
許
し
て
両
当
事
者
を
徹
底
的
に
闘
わ
せ
る
余
地
も
残
し
て
あ
る
｡
(29
)
雇
用
構
造
改
革
は
公
益
性
が
高
い
こ
と
が
多
-
'
優
れ
て
公
法
で
あ
る
七
編
の
実
効
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
の
で
'
司
法
行
為
が
集
団
的
私
法
行
為
を
補
綴
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
｡
原
告
集
団
側
は
'
個
人
レ
ベ
ル
で
の
損
害
賠
償
'
地
位
保
全
'
年
功
の
請
求
の
他
に
'
集
団
レ
ベ
ル
で
構
造
改
革
推
進
の
強
力
な
潤
滑
油
と
し
て
集
団
和
解
に
利
益
を
見
出
せ
る
し
'
被
告
事
業
主
も
経
営
権
が
維
持
さ
れ
る
限
度
内
で
､
雇
用
慣
行
を
自
己
評
価
し
'
連
邦
の
人
種
統
合
政
策
に
帰
順
し
て
い
る
と
い
う
企
業
の
倫
理
姿
勢
を
集
団
和
解
で
示
威
で
き
る
な
ら
損
に
は
な
ら
な
い
｡
訴
訟
で
過
失
を
認
め
敗
訴
す
る
リ
ス
ク
を
避
け
'
七
編
の
自
主
的
遵
守
と
し
て
の
集
団
和
解
と
抱
き
合
わ
せ
で
連
邦
の
建
設
契
約
や
補
助
金
を
得
る
経
済
的
な
誘
因
も
あ
る
｡
こ
の
陰
と
陽
を
併
せ
持
つ
訴
訟
手
続
は
'
七
二
年
雇
用
機
会
平
等
法
が
立
法
さ
れ
た
時
点
で
'
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ジ
ャ
ダ
ィ
ッ
ツ
上
院
(30
)
議
員
発
言
に
よ
り
'
雇
用
構
造
転
換
の
為
の
数
量
割
当
が
訴
訟
化
し
た
と
き
の
司
法
省
の
対
応
策
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
｡
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
下
の
原
七
編
制
定
以
来
'
ニ
ク
ソ
ン
'
フ
ォ
ー
ド
'
カ
ー
タ
ー
'
レ
ー
ガ
ン
各
政
権
を
経
て
'
A
A
P
対
策
も
変
遷
を
余
儀
な
-
さ
れ
て
い
る
｡
特
に
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
司
法
省
は
'
黒
人
も
白
人
も
一
律
に
機
会
平
等
で
'
差
別
の
具
体
的
事
実
の
な
い
と
こ
ろ
に
持
ち
上
げ
も
引
き
下
げ
も
な
い
'
と
い
う
額
面
通
り
の
反
差
別
原
則
を
と
り
'
A
A
P
に
香
定
的
で
あ
っ
た
の
で
公
民
権
団
体
の
危
機
感
が
強
か
っ
た
｡
し
か
し
実
際
は
司
法
省
に
よ
る
雇
用
差
別
の
訴
追
件
数
は
財
政
年
度
八
七
年
'
レ
ー
ガ
ン
政
権
期
に
史
上
最
高
の
整合と統合 (小川水尾)
(31
)
二
九
件
に
達
し
て
お
り
'
そ
の
う
ち
二
八
件
が
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
-
締
結
で
集
団
和
解
さ
れ
て
い
る
｡
過
去
の
差
別
の
事
実
認
定
に
(32
)
基
づ
い
た
矯
正
的
正
義
は
許
せ
る
が
'
人
種
と
い
う
集
団
的
徴
表
を
用
い
て
の
分
配
的
正
義
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
保
守
の
論
点
,
機
会
平
等
は
許
し
て
も
処
遇
平
等
は
職
業
的
能
力
の
差
異
の
現
実
か
ら
す
る
と
逆
差
別
で
あ
る
と
す
る
伝
統
的
な
保
守
共
和
党
の
論
点
は
,
そ
れ
で
も
分
配
正
義
'
処
遇
平
等
を
許
そ
-
と
す
る
構
造
改
革
の
潮
流
を
せ
き
と
め
き
れ
な
い
と
い
-
の
が
本
稿
執
筆
時
の
平
等
権
の
現
状
で
あ
る
｡
ク
オ
-
メ
雇
用
構
造
改
革
の
手
段
と
し
て
'
割
当
条
項
を
含
む
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
の
手
続
的
混
合
性
が
'
正
に
そ
の
二
重
性
質
ゆ
え
に
効
果
的
で
あ
る
の
だ
が
'
当
該
手
続
が
好
ま
れ
る
理
由
は
ま
だ
あ
る
｡
そ
れ
は
当
該
手
続
が
'
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
,
裁
判
所
法
か
ら
一
歩
遠
の
い
た
周
縁
的
手
続
だ
か
ら
で
あ
る
.
法
性
質
に
於
る
契
約
性
と
命
令
性
の
混
合
と
並
ん
で
､
何
正
式
の
確
定
判
決
と
し
て
既
刊
効
を
(3
)
帯
び
'
再
訴
に
於
て
同
一
の
請
求
及
び
争
点
を
遮
断
す
る
不
再
理
の
審
理
手
続
な
の
か
'
㈲中
間
判
決
と
し
て
上
級
裁
判
所
に
控
訴
,
上
告
さ
れ
う
る
の
か
'
何デ
タ
リ
ー
を
肯
認
す
る
際
'
地
裁
の
判
事
は
'
正
式
の
訴
訟
と
比
べ
て
ど
の
程
度
の
事
実
認
定
を
行
う
か
,
の
各
点
に
於
て
手
続
と
し
て
の
体
系
化
が
希
薄
で
あ
り
'
両
当
事
者
に
対
す
る
公
平
さ
(通
知
'
反
対
権
'
審
理
の
機
会
)
と
い
う
適
正
手
続
の
基
本
原
則
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
｡
そ
も
そ
も
七
編
下
の
雇
用
構
造
改
革
訴
訟
は
､
地
裁
の
判
事
の
裁
量
権
を
大
幅
に
許
す
｢
司
法
立
法
｣
(34
)
の
圏
域
で
あ
り
'
そ
の
中
で
も
制
定
法
及
び
民
事
訴
訟
法
上
の
直
接
の
体
系
化
の
な
い
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
が
使
わ
れ
る
と
､
判
事
の
慈
恵
性
の
幅
は
か
な
り
広
範
に
な
る
｡
例
え
ば
'
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
タ
リ
ー
が
締
結
さ
れ
る
の
は
'
長
期
に
わ
た
る
訴
訟
と
綿
密
な
和
(
35)
解
交
渉
を
経
た
後
の
こ
と
も
あ
る
が
､
両
当
事
者
に
通
知
を
し
二
日
か
二
日
の
和
解
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
'
デ
タ
リ
ー
締
結
に
反
対
す
る
関
(
36)
係
者
の
異
議
を
名
目
的
に
掛
酌
し
た
の
ち
直
ち
に
骨
認
さ
れ
る
ゴ
ム
印
で
あ
る
こ
と
も
少
な
-
な
い
｡
一
方
'
反
対
者
が
い
な
く
と
も
香
(
37)
認
の
憂
き
目
に
あ
う
デ
タ
リ
ー
も
あ
る
｡
デ
タ
リ
ー
は
自
主
的
和
解
契
約
と
し
て
の
存
在
意
義
が
第
一
で
あ
る
か
ら
'
訴
訟
と
違
っ
て
､
原
告
団
に
被
告
事
業
主
の
過
失
を
挙
証
(38)
さ
せ
る
こ
と
は
避
け
'
被
告
も
差
別
的
慣
行
に
対
す
る
過
失
を
明
言
的
に
は
認
め
な
い
｡
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
(証
拠
開
示
)
は
,
被
告
の
人
権
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衛
上
も
訴
訟
経
済
上
も
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡
和
解
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
証
拠
調
べ
を
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
権
も
'
判
事
の
裁
量
で
'
判
事
は
両
当
事
者
が
和
解
す
る
動
機
を
損
う
こ
と
が
な
い
よ
う
'
裁
判
に
な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
す
る
｡
両
当
事
者
が
和
解
す
る
こ
と
に
各
々
の
利
益
を
見
出
せ
る
よ
う
指
導
'
調
停
し
､
デ
ク
リ
-
肯
認
か
香
か
に
つ
い
て
本
案
判
決
を
下
す
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
あ
る
｡
基
本
的
に
､
(
39)
割
当
条
項
及
び
割
当
不
履
行
の
際
の
差
止
条
項
を
含
む
デ
ク
リ
ー
は
'
始
め
か
ら
｢
有
効
性
の
推
定
｣
を
享
受
す
る
の
で
あ
る
｡
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
証
拠
調
べ
の
要
不
要
､
デ
ク
リ
ー
を
肯
認
す
る
か
香
か
の
二
要
衝
地
点
に
於
て
'
全
面
的
な
裁
量
権
を
行
使
す
る
判
(40
)
事
を
規
整
す
る
の
は
判
例
に
よ
る
肯
認
の
規
準
で
あ
り
'
肯
認
を
ほ
ぼ
前
提
と
し
た
｢
公
平
さ
'
適
切
さ
'
妥
当
さ
｣
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
C
判
事
に
よ
る
司
法
立
法
'
越
権
行
為
を
抑
止
し
'
慈
恵
性
の
幅
を
狭
め
る
た
め
に
手
続
的
公
平
さ
へ
の
体
系
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
案
(41
)
さ
れ
る
由
縁
で
あ
る
｡
手
続
の
公
平
化
へ
の
提
案
と
は
'
一
に
公
告
の
必
要
で
あ
る
｡
集
団
和
解
が
地
裁
の
骨
認
を
受
け
て
最
終
化
す
る
前
に
､
地
方
紙
､
社
内
報
'
社
内
掲
示
を
通
し
て
'
和
解
の
内
容
を
､
影
響
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
第
三
者
関
係
者
へ
通
告
す
る
｡
独
占
禁
止
訴
訟
の
場
合
フ
エデ
ラ
ル
･レジ
スト
ラ
-
は
､
連
邦
登
録
紙
に
よ
り
通
告
を
公
報
化
す
る
義
務
が
あ
っ
た
が
､
雇
用
構
造
改
革
訴
訟
の
和
解
の
通
告
は
､
被
告
事
業
主
の
現
在
及
び
将
来
の
従
業
員
'
と
的
を
絞
れ
る
の
で
'
連
邦
公
報
掲
載
に
ま
で
及
ぶ
必
要
は
な
い
｡
当
該
提
案
一
は
'
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
三
条
伺
項
を
準
用
し
た
も
の
で
'
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
が
集
団
訴
訟
(ク
ラ
ス
･
ア
ク
シ
ョ
ン
)
の
和
解
形
態
､
ク
ラ
ス
･
セ
ー
ル
メ
ン
ー
と
し
て
発
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
嚢
え
る
｡
手
続
の
公
平
化
へ
の
提
案
二
は
､
予
定
抵
抗
者
(白
人
従
業
員
集
団
の
構
成
員
で
'
デ
グ
リ
ー
の
第
三
者
'
非
当
事
者
)
に
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
(42
)
二
四
条
㈲
項
規
定
の
限
定
的
訴
訟
参
加
を
許
し
'
彼
ら
に
と
っ
て
も
公
平
な
和
解
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
る
こ
と
で
あ
る
｡
和
解
成
立
を
阻
害
す
る
第
三
者
関
係
人
集
団
も
公
平
な
審
理
に
与
る
わ
け
で
あ
る
｡
非
当
事
者
で
あ
る
白
人
集
団
に
'
限
定
的
で
あ
れ
デ
ク
リ
ー
へ
の
参
加
を
許
し
､
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
与
ら
し
め
る
こ
と
は
'
彼
ら
か
ら
の
将
来
の
上
訴
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
上
訴
の
根
拠
と
い
う
点
か
ら
訴
訟
参
加
を
さ
せ
'
そ
こ
に
デ
ク
リ
-
手
続
の
公
平
化
が
提
案
さ
れ
る
の
は
'
デ
ク
リ
-
命
令
説
へ
の
傾
斜
で
あ
ろ
う
｡
上
訴
に
必
要
294
整合と統合 (小川水尾)
ス
タ
ソ
デ
イ
ソ
グ
な
当
事
者
適
格
は
'
デ
ク
リ
-
肯
認
を
管
轄
す
る
事
実
審
へ
の
参
加
を
要
件
と
し
て
い
る
｡
デ
ク
リ
-
手
続
公
平
化
へ
の
提
案
三
は
'
上
訴
の
根
拠
と
し
て
第
三
当
事
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
限
定
参
加
を
許
す
､
と
い
-
提
莱
二
と
連
結
し
て
い
る
｡
和
解
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
原
告
団
に
挙
証
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
判
事
の
裁
量
に
よ
る
決
定
で
あ
る
こ
と
､
デ
ク
リ
ー
の
骨
香
に
つ
い
て
判
事
は
本
案
判
決
を
回
避
す
べ
き
こ
と
は
既
述
し
た
が
､
公
平
さ
の
要
請
'
特
に
後
日
の
上
訴
の
根
拠
と
い
う
点
に
鑑
る
と
'
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
調
書
は
差
別
の
統
計
的
証
拠
を
含
む
べ
き
で
あ
る
'
と
す
る
提
案
で
あ
る
｡
つ
ま
り
事
業
主
の
過
失
は
敢
え
て
不
問
に
付
さ
せ
る
が
'
間
接
証
拠
'
傍
証
は
か
た
め
て
お
-
微
妙
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
為
す
わ
け
で
あ
る
.
事
業
主
の
具
体
的
な
差
別
行
為
も
し
く
は
慣
行
に
対
す
る
過
失
の
認
定
を
す
る
代
り
に
'
｢
歴
史
的
差
別
｣
と
い
う
ポ
カ
シ
の
効
い
た
事
実
認
定
を
デ
ク
リ
ー
の
規
定
で
為
し
'
そ
の
根
拠
と
し
て
就
業
人
口
統
計
上
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
代
表
率
の
少
な
さ
を
便
-
｡
差
別
の
事
実
認
定
を
デ
タ
リ
ー
の
規
定
そ
の
も
の
'
つ
(43
)
ま
り
過
去
に
差
別
の
あ
っ
た
事
実
に
関
し
被
告
事
業
主
が
原
告
団
に
同
意
す
る
旨
の
規
定
'
だ
け
で
十
分
と
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
'
後
日
の
白
人
の
第
三
当
事
者
か
ら
の
抵
抗
'
特
に
デ
ク
リ
-
修
正
･
不
履
行
･
履
行
遅
延
･
取
消
し
と
い
っ
た
事
情
変
更
の
申
し
立
て
に
備
ぇ
て
'
差
別
の
事
実
を
客
観
的
に
支
持
す
る
数
字
が
､
認
定
'
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
手
続
整
備
上
'
圧
倒
的
に
望
ま
し
い
｡
過
失
の
申
し
立
て
を
も
ろ
に
は
さ
せ
な
い
'
ま
た
挙
証
さ
せ
る
に
し
て
も
間
接
的
な
統
計
数
字
で
娩
曲
的
に
さ
せ
る
'
と
い
-
審
理
に
於
る
間
接
化
に
よ
っ
て
'
さ
し
当
っ
て
の
全
面
訴
訟
を
回
避
し
っ
つ
も
同
時
に
上
訴
へ
の
布
石
を
打
つ
こ
と
が
デ
ク
リ
ー
の
制
度
目
的
と
さ
れ
る
べ
き
と
の
提
案
で
あ
る
｡
公
平
化
へ
の
提
案
四
は
､
判
事
が
自
ら
の
為
す
司
法
行
為
を
説
明
で
き
る
こ
と
で
あ
る
｡
疎
明
す
る
こ
と
に
よ
.り
'
第
三
当
事
者
か
ら
の
反
対
と
意
見
提
示
に
対
し
'
筋
道
の
通
っ
た
対
応
が
で
き
る
べ
き
と
の
提
案
で
あ
る
｡
デ
ク
リ
-
肯
認
の
手
続
公
平
化
へ
の
体
系
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
四
提
案
を
紹
介
し
た
が
'
そ
れ
ら
は
司
法
関
与
'
司
法
立
法
が
不
可
ゆ
る
ぼ
か
欠
な
制
度
改
革
訴
訟
で
'
裁
量
権
の
幅
を
規
整
し
っ
つ
も
改
革
の
現
実
に
接
近
す
る
為
の
弛
み
と
馨
し
(間
接
性
)
を
維
持
す
る
こ
と
で
'
契
約
･
命
令
の
混
合
･
中
間
･
両
義
を
意
図
的
に
方
向
付
け
た
も
の
と
い
え
る
｡
手
続
的
に
命
令
一
辺
倒
'
契
約
一
辺
倒
を
拒
ん
だ
と
こ
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'
そ
も
そ
も
公
法
訴
訟
に
私
法
手
続
を
不
可
分
に
絡
ま
せ
た
と
こ
ろ
か
ら
雇
用
構
造
改
革
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
じ
'
持
続
す
る
｡
四
章
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
の
解
釈
解
釈
と
は
解
釈
者
の
誰
彼
を
問
わ
ず
'
テ
キ
ス
-
(文
言
)
と
コ
ン
テ
キ
ス
-
(情
況
)
の
間
隙
を
意
味
充
填
す
る
意
欲
の
行
為
で
あ
る
｡
テ
キ
ス
I
は
解
釈
域
の
下
限
で
あ
り
'
コ
ン
テ
キ
ス
I
は
解
釈
域
の
上
限
で
あ
る
｡
こ
の
上
･
下
限
の
問
に
介
在
す
る
複
数
の
解
釈
の
中
か
ら
､
解
釈
者
の
解
釈
す
る
目
的
に
整
合
す
る
こ
と
を
要
件
に
'
特
定
の
解
釈
が
選
ば
れ
る
｡
雇
用
構
造
改
革
訴
訟
に
あ
っ
て
'
解
釈
者
は
､
先
ず
誰
よ
り
も
'
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
-
肯
認
時
及
び
履
行
時
の
連
邦
地
裁
の
判
事
で
あ
り
'
次
に
そ
れ
を
審
査
す
る
控
裁
'
最
高
裁
の
判
事
で
あ
る
｡
判
事
は
､
原
被
両
当
事
者
の
各
々
の
解
釈
を
､
七
編
に
基
づ
い
た
原
告
の
人
権
保
障
(差
別
か
ら
の
救
済
)
と
い
う
目
的
と
整
合
さ
せ
な
が
ら
､
中
和
的
に
或
い
は
意
欲
的
に
合
成
す
る
｡
七
編
の
構
造
改
革
訴
訟
で
解
釈
問
題
が
明
確
に
浮
か
び
上
っ
て
-
る
の
は
'
A
A
P
を
含
む
デ
タ
リ
ー
の
履
行
段
階
'
七
〇
六
条
㈲
項
規
定
の
救
済
の
幅
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
｡
一
般
的
に
｢
制
度
改
革
訴
訟
｣
と
呼
ば
れ
て
い
る
刑
務
所
､
病
院
の
改
革
と
同
じ
よ
う
に
､
雇
用
構
造
改
革
に
あ
っ
て
も
過
失
と
救
済
の
直
結
性
が
十
分
で
な
-
､
伝
統
的
な
民
事
訴
訟
手
続
に
於
る
(過
失
の
証
明
1
勝
敗
訴
の
判
(
叫
)
決
1
救
済
の
付
与
)
と
い
う
図
式
が
失
当
寸
前
に
な
る
｡
公
益
性
､
集
団
性
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
公
法
訴
訟
に
私
法
的
な
訴
訟
形
態
が
十
全
に
対
応
で
き
な
い
の
で
あ
る
｡
七
〇
六
条
㈲
項
は
四
文
よ
り
成
っ
て
お
り
'
第
一
文
が
司
法
に
許
容
す
る
救
済
権
限
と
'
第
四
文
の
司
法
救
済
を
抑
止
･
限
定
す
る
文
言
内
容
が
'
立
法
沿
革
的
に
も
論
理
的
に
も
整
合
し
な
い
｡
第
一
文
は
｢被
告
が
訴
状
の
述
べ
る
よ
う
な
不
法
な
雇
用
慣
行
に
意
図
的
に
従
事
し
た
り
'
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
地
裁
が
認
定
す
る
と
き
'
地
裁
は
当
該
不
法
雇
用
慣
行
を
差
し
止
め
､
適
当
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
･
ア
ク
シ
ョ
ン
及
び
地
魂
射
通
剖
雪
刺
繍
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
｣
と
し
'
｢
適
当
な
ア
フ
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ァ
-
マ
テ
ィ
ヴ
･
ア
ク
シ
ョ
ン
｣
と
は
例
え
ば
｢遡
及
的
給
与
の
有
無
を
問
わ
ず
､
従
業
員
の
地
位
保
全
も
し
く
は
採
用
の
強
制
｣
を
な
す
こ
と
を
含
む
と
す
る
｡
一
方
'
第
四
文
は
｢前
条
七
〇
三
及
び
七
〇
四
回
違
反
と
い
う
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
'
地
裁
は
地
位
保
全
や
遡
及
的
給
与
支
給
の
命
令
を
し
て
は
な
ら
な
い
｣
と
す
る
｡
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
従
業
員
の
採
用
'
昇
進
'
地
位
保
全
や
遡
及
的
給
与
支
給
を
地
裁
が
事
業
主
に
命
令
し
た
り
'
年
功
順
に
レ
イ
オ
フ
す
る
の
を
禁
じ
た
り
'
組
合
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
人
員
の
加
入
を
命
令
す
る
の
は
事
業
主
の
就
業
構
造
に
将
来
的
な
効
果
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
'
人
種
と
い
う
集
団
単
位
で
'
職
業
上
の
欠
格
者
に
ま
で
も
司
法
救
済
を
許
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
'
六
四
年
の
原
七
編
制
定
前
か
ら
懸
案
の
争
点
で
あ
っ
た
｡
｢
就
業
人
口
の
人
種
的
不
均
衡
｣
を
｢
差
別
｣
の
定
義
と
し
て
'
右
不
均
衡
是
正
を
割
当
で
連
邦
省
庁
'
連
邦
裁
判
所
が
事
業
主
に
強
い
る
'
と
い
う
攻
撃
的
な
A
A
P
の
是
非
が
第
一
文
と
第
四
文
の
不
整
合
の
中
に
現
れ
る
｡
第
一
文
は
エ
ク
イ
テ
ィ
(衡
平
法
'
慣
習
法
'
判
例
法
)
上
の
あ
ら
ゆ
る
救
済
が
許
さ
れ
る
と
し
'
第
四
文
は
前
条
制
定
法
違
反
が
あ
っ
た
と
き
に
限
っ
て
救
済
命
令
が
許
さ
れ
る
と
す
る
｡
救
済
の
幅
を
広
-
解
釈
す
る
第
一
文
に
重
き
を
置
い
て
'
A
A
P
を
肯
定
す
る
統
一
的
(45
)
見
解
が
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
初
め
に
'
連
邦
一
二
巡
回
区
の
全
控
訴
裁
判
所
の
判
決
に
現
れ
た
が
､
そ
れ
ら
は
｢
目
も
あ
て
ら
れ
な
(46
)
い
法
外
な
差
別
｣
を
救
済
の
対
象
と
す
る
例
外
的
な
事
件
で
あ
っ
た
｡
救
済
の
幅
を
狭
義
に
解
釈
す
る
に
は
'
司
法
抑
止
の
文
言
｢
地
裁
は
-
-
命
令
し
て
は
な
ら
な
い
｣
で
始
ま
る
第
四
文
を
援
用
す
る
｡
七
〇
六
条
㈲項
の
第
一
文
と
第
四
文
の
対
立
'
不
整
合
に
加
え
て
'
同
条
第
四
文
の
解
釈
を
争
点
と
す
る
立
場
が
三
つ
あ
る
｡
(47
)
そ
の
一
は
'
憲
法
'
制
定
法
違
反
が
あ
っ
た
と
き
以
外
'
地
裁
は
将
来
的
に
事
業
主
の
就
業
構
造
に
効
果
を
及
ぼ
す
差
止
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
'
経
営
者
の
人
事
決
定
権
を
連
邦
裁
判
所
が
現
在
･
将
来
に
か
け
て
侵
害
す
る
こ
と
ま
か
り
な
ら
ぬ
'
と
す
る
解
釈
で
あ
る
｡
(
鵜
)
｢
過
失
な
-
し
て
救
済
な
し
｣
の
法
理
と
し
て
'
地
裁
が
強
制
す
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
･
ア
ク
シ
ョ
ン
に
強
い
歯
止
め
を
か
け
て
き
た
｡
(49
)
連
邦
司
法
が
'
特
に
白
人
従
業
員
の
既
得
利
益
を
｢
不
必
要
に
拘
束
す
る
｣
こ
と
は
許
し
が
た
い
と
す
る
｡
年
功
'
年
功
順
の
レ
イ
オ
フ
及
び
昇
進
の
ケ
ー
ス
で
白
人
従
業
員
の
当
事
者
と
レ
ー
ガ
ン
司
法
省
が
頻
繁
に
援
用
し
た
解
釈
で
'
過
失
と
い
う
救
済
の
根
拠
が
確
定
不
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能
な
｢社
会
的
差
別
｣
の
情
況
で
'
事
業
主
及
び
白
人
従
業
員
が
割
当
の
負
担
を
担
-
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る
立
場
で
あ
る
｡
七
〇
六
条
㈲
項
第
四
文
の
解
釈
そ
の
二
は
'
混
雅
動
機
の
場
合
に
限
っ
て
'
司
法
に
よ
る
強
制
的
救
済
を
禁
ず
る
も
の
で
､
解
釈
一
の
縮
小
解
釈
で
あ
る
｡
原
告
側
が
被
告
事
業
主
の
人
事
決
定
の
違
法
な
動
機
を
挙
証
し
ぇ
た
も
の
の
'
被
告
側
が
同
時
に
'
右
人
事
決
定
の
違
法
性
阻
却
事
由
を
証
明
し
え
た
場
合
で
'
事
実
関
係
か
ら
す
る
と
｢
差
別
行
為
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
'
原
告
側
の
職
業
的
欠
棉
性
に
ょ
り
､
不
採
用
･
不
昇
進
と
い
う
同
一
の
結
果
｣
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
情
況
特
定
的
解
釈
で
あ
る
｡
違
法
な
動
機
と
合
法
な
動
機
が
同
一
の
人
事
決
定
行
為
に
混
在
し
た
こ
と
が
両
当
事
者
か
ら
証
明
さ
れ
た
特
定
情
況
に
あ
っ
て
'
地
裁
は
差
止
命
令
で
原
告
救
済
を
な
(50
)
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
｡
同
条
同
文
の
解
釈
上
の
争
点
そ
の
三
は
､
A
A
P
の
強
制
を
地
裁
に
許
す
差
止
支
給
権
と
､
差
止
支
給
の
為
の
管
轄
保
持
を
規
定
す
る
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
は
'
同
文
の
禁
止
す
る
司
法
命
令
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
｡
ロ
ー
(制
定
法
)
と
エ
ク
イ
テ
ィ
(非
制
定
法
)
が
併
合
さ
れ
て
い
る
筈
の
現
代
ア
メ
-
カ
法
で
'
共
に
司
法
命
令
を
指
示
す
る
｢
オ
ー
ダ
ー
｣
と
｢
デ
ク
リ
-
｣
の
'
七
〇
六
条
㈲項
第
(51
)
四
文
に
あ
っ
て
の
両
者
の
整
合
性
と
示
差
性
が
､
一
九
八
六
年
の
最
高
裁
判
決
'
ク
-
1
グ
ラ
ン
ド
消
防
夫
事
件
で
主
位
的
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
先
ず
驚
-
わ
け
で
あ
る
｡
次
に
'
こ
の
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
消
防
夫
事
件
で
何
故
'
｢
オ
ー
ダ
ー
｣
と
｢
デ
ク
-
1
｣
を
峻
別
し
'
七
〇
六
条
㈲項
第
四
文
の
キ
ー
･
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
､
｢
オ
ー
ダ
ー
｣
の
圏
域
か
ら
'
｢
デ
ク
リ
-
｣
を
追
放
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
司
法
配
慮
に
心
が
向
-
｡
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
消
防
夫
事
件
の
最
高
裁
判
決
(六
-
三
'
プ
レ
ナ
ン
判
事
法
廷
意
見
)
は
'
制
定
法
た
る
同
条
同
文
の
言
う
｢
オ
ー
ダ
ー
｣
か
ら
'
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
を
政
策
的
に
排
除
す
る
解
釈
を
す
る
こ
と
に
よ
り
'
非
制
定
法
､
慣
習
法
'
判
例
法
の
領
域
で
の
司
法
救
済
を
確
保
し
ょ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
｡
制
定
法
域
で
の
救
済
の
限
界
は
'
同
条
同
文
の
解
釈
そ
の
一
に
記
し
た
よ
う
に
'
救
済
の
根
拠
と
し
て
過
失
と
特
定
被
害
者
個
人
を
前
提
と
し
て
お
り
､
黒
人
･
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
人
種
的
集
団
の
一
員
と
い
う
だ
け
で
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
個
人
に
ま
で
司
法
救
済
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
雇
用
構
造
改
革
に
A
A
P
が
用
い
ら
れ
集
団
救
済
が
許
さ
れ
る
と
'
実
際
に
被
害
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
個
人
の
便
乗
問
題
が
必
ず
起
っ
て
-
る
が
､
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エ
ク
ス
タ
-
ナ
ル
･
コ
ス
ト
A
A
P
の
付
帯
的
費
用
と
も
い
え
る
便
乗
組
の
救
済
を
'
七
編
制
定
法
の
枠
組
か
ら
外
れ
た
慣
習
法
'
判
例
法
と
い
-
エ
ク
イ
テ
ィ
の
領
域
で
許
容
し
ょ
-
と
す
る
配
慮
が
窺
わ
れ
る
｡
こ
の
配
慮
は
'
A
A
P
を
規
定
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
･
デ
ク
-
1
手
続
の
法
性
質
を
､
従
来
の
命
令
説
に
近
い
混
合
説
か
ら
､
嘩~
旬
矧
叫
到
細
持
し
た
契
約
説
へ
と
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
七
編
の
公
法
性
を
盾
に
'
差
止
を
始
め
と
す
る
司
法
関
与
に
助
け
ら
れ
た
A
A
P
な
し
で
就
業
構
造
の
人
種
統
合
は
あ
り
え
な
か
っ
た
が
'
A
A
P
の
付
帯
的
費
用
と
し
て
便
乗
組
ま
で
も
持
ち
上
げ
'
そ
の
ぶ
ん
事
業
主
の
人
事
決
定
権
を
侵
し
'
白
人
従
業
員
に
負
担
を
強
い
て
き
た
雇
用
構
造
改
革
の
現
状
に
対
し
司
法
謙
抑
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
｡
司
法
関
与
に
よ
る
強
制
の
程
度
を
下
げ
'
事
業
主
と
マ
イ
ノ
-
テ
ィ
従
業
員
集
団
と
の
私
法
的
な
合
意
を
'
よ
り
強
調
す
る
方
向
に
向
っ
て
い
る
｡
八
〇
年
代
の
関
連
判
例
の
態
様
は
'
吊
ア
メ
-
カ
的
な
法
理
と
し
て
の
A
A
(52
)
p
を
'
当
事
者
の
自
主
的
合
意
'
自
主
的
努
力
を
根
拠
に
防
衛
'
維
持
し
て
ゆ
-
方
向
と
'
㈲
私
法
訴
訟
で
救
済
の
限
界
を
見
極
め
さ
せ
(53
)
る
意
味
で
'
い
っ
そ
の
こ
と
和
解
を
離
脱
し
て
A
A
P
を
本
案
で
判
決
し
ょ
-
と
す
る
方
向
の
二
方
向
を
向
い
て
お
り
'
長
期
に
わ
た
る
(54
)
悪
質
な
事
例
の
処
理
を
除
い
て
'
総
意
は
存
在
し
な
い
｡
総
意
不
在
の
論
争
ゆ
え
に
'
し
か
も
職
場
の
人
種
統
合
と
い
う
切
迫
し
た
連
邦
及
び
各
州
の
人
権
上
の
利
益
ゆ
え
に
'
雇
用
構
造
改
革
は
進
行
し
な
く
て
は
な
ら
ず
'
白
人
従
業
員
の
既
得
利
益
侵
害
に
触
発
さ
れ
て
起
る
統
合
に
対
す
る
長
期
的
な
抵
抗
が
与
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
司
法
関
与
も
ま
た
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
必
須
で
あ
る
.
必
須
で
あ
る
に
せ
よ
'
ま
た
必
須
で
あ
る
か
ら
こ
そ
相
当
の
規
整
と
謙
抑
が
並
行
し
て
必
須
に
な
る
わ
け
で
あ
る
｡
右
司
法
関
与
の
相
当
の
規
整
と
謙
抑
を
具
体
化
し
た
も
の
が
'
参
考
文
献
(
3
)
六
二
八
頁
以
下
の
公
民
権
コ
ン
セ
ン
ー
･
デ
ク
リ
ー
の
解
釈
モ
デ
ル
で
あ
り
'
三
幸
に
既
述
し
た
参
考
文
献
(
2
)
九
二
九
貢
以
下
の
手
続
的
公
平
化
へ
の
体
系
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
四
提
案
と
共
に
'
相
互
補
完
的
に
デ
タ
リ
ー
整
備
へ
の
課
題
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
｡
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
A
A
P
は
人
種
統
合
の
手
段
と
し
て
許
さ
れ
る
が
'
更
に
A
A
P
の
手
段
と
し
て
の
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
が
許
容
さ
れ
る
た
め
に
299
ほ
'
解
釈
･
履
行
段
階
で
原
告
の
基
本
的
人
権
が
挫
折
せ
し
め
ら
れ
ぬ
よ
う
原
告
救
済
と
い
う
目
的
と
整
合
す
る
解
釈
が
な
さ
れ
な
-
て
は
な
ら
な
い
'
と
す
る
の
が
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
論
文
の
デ
ク
リ
-
解
釈
モ
デ
ル
の
前
提
で
あ
る
｡
デ
ク
リ
ー
の
目
的
整
合
的
解
釈
と
い
-
点
(
55)
で
不
整
合
は
起
ら
な
い
が
'
｢
目
的
｣
を
デ
ク
リ
ー
の
上
位
制
定
法
た
る
七
編
の
立
法
目
的
と
整
合
さ
せ
る
の
か
､
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
論
文
の
言
う
原
告
･
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
市
民
の
人
権
保
障
と
い
う
目
的
と
整
合
さ
せ
る
の
か
､
被
告
･
事
業
主
の
人
事
決
定
権
と
ど
の
程
度
調
和
300
さ
せ
る
の
か
'
複
数
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
｡
過
失
認
定
と
救
済
が
直
結
し
て
い
な
い
ぶ
ん
だ
け
'
救
済
の
具
体
案
は
'
裁
判
所
が
将
来
的
に
何
を
公
平
'
有
効
と
解
釈
す
る
か
に
拠
る
｡
例
え
ば
'
採
用
･
昇
進
割
当
は
人
種
統
合
に
適
切
か
香
か
､
割
当
の
高
低
は
ど
の
程
度
で
'
目
標
達
成
度
'
実
施
期
間
に
つ
い
て
'
ど
の
-
ら
い
柔
軟
で
あ
る
べ
き
か
'
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
従
業
員
の
募
集
'
訓
練
に
ど
の
位
の
金
額
を
計
上
す
べ
き
か
'
人
事
決
定
の
際
の
職
業
適
格
の
有
効
化
に
ど
の
程
度
の
力
点
を
こ
め
る
べ
き
か
'
等
の
決
定
は'裁
判
所
の
選
択
ヽ
ヽ
(56
)
で
あ
り
'
裁
判
所
か
ら
視
て
｢受
容
で
き
る
選
択
幅
･
解
釈
域
｣
の
中
か
ら
特
定
救
済
が
選
ば
れ
る
｡
｢
多
-
の
可
能性の
中
か
ら
一
つ
の
救
済
を
選
ぶ
の
は
裁
量
で
あ
る
｡
そ
れ
は
必
然
的
に
'
概
算
'
近
似
値
で
し
か
な
い
し
'
あ
る
轟
度
の
不
正
確
さ
を
伴
う
｣
(lロtJB
r
?
th
er
h
o
o
d
o
f
T
e
a
m
ste
rs
v
.U
.S.,43
1
U
.
S.
3
24
.
37
2
()9
77
)
)
.
｢
受
容
で
き
る
選
択
幅
･
解
釈
域
｣
の
概
念
は
'
広
範
な
司
法
裁
量
に
支
え
ら
れ
'
司
法
関
与
･
司
法
立
法
な
し
で
は
進
行
し
な
い
雇
用
構
造
改
革
と
そ
の
手
続
た
る
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
を
履
行
段
階
で
規
整
す
る
点
で
評
価
に
価
す
る
｡
そ
れ
は
解
釈
域
の
上
限
(救
済
の
上
限
で
も
あ
る
)
を
'
原
告
側
が
請
求
し
且
つ
和
解
に
達
し
た
救
済
ま
で
と
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
和
解
し
て
い
な
い
法
律
問
題
は
救
済
の
ら
ち
外
で
あ
り
'
勝
訴
可
能
性
が
高
-
と
も
'
デ
ク
リ
ー
の
上
限
を
突
破
し
て
失
当
し
て
し
ま
う
｡
解
釈
域
の
下
限
(救
済
の
下
限
で
あ
る
)
は
'
被
告
側
の
違
法
行
為
が
デ
タ
リ
ー
で
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
勝
訴
時
の
救
済
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
'
被
告
と
の
和
解
に
達
し
た
救
済
が
'
デ
ク
リ
-
解
釈
の
際
の
原
告
に
対
す
る
救
済
の
上
限
で
あ
り
'
被
告
は
合
法
行
為
に
限
っ
て
和
解
で
き
る
(57
)
と
す
る
｡
｢
受
容
で
き
る
解
釈
域
｣
の
概
念
は
､
原
告
側
の
人
権
保
障
を
意
図
し
っ
つ
も
原
被
両
当
事
者
の
合
意
と
の
整
合
を
地
裁
に
義
務
付
け
て
い
る
点
で
評
価
で
き
る
｡
ヽ
デ
タ
リ
ー
手
続
(三
幸
)
と
デ
ク
リ
-
解
釈
(四
章
)
の
二
段
階
に
於
る
体
系
化
が
'
辛
う
じ
て
雇
用
構
造
改
革
の
一
貫
性
'
整
合
性
'
釈
整合と統合 (小川水尾)
明
可
能
性
を
維
持
さ
し
め
る
も
の
で
'
手
続
･
解
釈
の
二
段
階
に
於
る
体
系
化
･
整
備
が
七
編
雇
用
構
造
改
革
･
職
場
の
人
種
統
合
を
促
進
す
る
こ
と
を
論
じ
て
結
語
と
す
る
｡
(1
)
P
L
8
8
-35
2,
78
S
tat.
24
).
42
U
.
S
.
C
.
2000e
()982).
(
2
)
)LO
C
on
g
.R
ec.
6548
()964)
(ハ
ン
フ
リ
ー
上
院
議
員
の
発
言
)
0
(
3
)
G
riggs
v
,D
uk
e
P
o
w
er
C
0
,
40
1
U
.
S
.
4
24,
9
1
S
.
Ct.8
49
(19
7
()
.
連
邦
最
高
裁
全
員
1
敦
の
判
決
.
電
々
公
社
が
業
務
上
必
須
の
技
術
と
は
認
め
ら
れ
な
い
入
社
テ
ス
-
を
行
っ
て
'
白
人
求
職
者
よ
り
黒
人
求
職
者
を
落
と
す
傾
向
が
明
ら
か
な
場
合
'
当
該
入
社
テ
ス
I
は
七
編
違
反
で
あ
る
と
し
た
｡
黒
人
原
告
が
白
人
被
告
の
人
種
差
別
的
意
図
･
目
的
を
証
明
す
る
直
接
差
別
の
法
理
か
ら
離
れ
､
白
人
被
告
集
団
が
長
年
従
事
イ
ソパ
クト
し
て
き
た
雇
用
･
人
事
慣
行
が
黒
人
原
告
集
団
に
法
外
な
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
与
え
る
と
い
う
間
接
差
別
の
結
果
証
明
の
法
理
を
初
め
て
認
容
し
た
｡
間
接
差
別
の
統
計
学
的
証
明
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
'
雇
用
差
別
訴
訟
の
間
口
を
広
げ
る
と
共
に
'
善
意
の
職
業
上
の
通
性
要
件
(b
-
O
q
)
と
い
ぅ
事
業
主
側
へ
の
公
平
な
配
慮
も
な
さ
れ
'
七
編
雇
用
差
別
訴
訟
の
法
理
上
の
撤
徳
化
が
'
原
被
両
当
事
者
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
fJ.
直
接
･
間
接
差
別
の
区
別
に
つ
い
て
は
下
端
注
(
13
)参
照
の
こ
と
｡
(<
)
P
L
9
2-
26
1,
8
6
S
tat.
)0
3,
42
U
.
S
.C
.
2000eI5
()9
8
2).
(Lr･)
U
n
ite
d
S
teetw
ork
ers
of
A
m
erica
v･W
e
ber,44
3
U
.
S
,
)93
,
20
F
E
P
L
()9
79),
全
米
鉄
鋼
労
連
と
カ
イ
ザ
ー
･
ア
ル
",化
学
工
業
の
ヽ
ヽ
ヽ
積
極
的
差
別
是
正
措
置
(
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
･
ア
ク
シ
ョ
ン
･
プ
ラ
ン
'
以
下
A
A
P
)
が
五
対
二
で
最
高
裁
に
支
持
さ
れ
た
｡
私
企
業
が
自
主的
に
就
業
構
造
の
人
種
的
均
衡
を
は
か
る
の
は
'
七
編
'
特
に
七
〇
三
条
仙'
Ⅲ両
項
と
抵
触
し
な
い
と
し
た
｡
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
グ
ラ
マ
ー
シ
ー
所
在
の
カ
イ
ザ
ー
･
ア
ル
､､化
学
工
業
で
は
'
地
域
の
就
労
人
口
の
三
九
%
が
黒
人
で
あ
る
が
'
七
四
年
以
前
は
'
二
七
三
名
の
熟
練
工
の
う
ち
五
名
(
一
･八
三
%
)
の
み
の
黒
人
代
表
率
で
あ
っ
た
｡
こ
の
三
九
%
と
'
丁
八
三
%
の
不
均
衡
是
正
の
た
め
に
'
七
四
年
に
A
A
P
が
同
工
場
で
実
施
さ
れ
'
一
三
名
の
熟
練
職
訓
練
生
の
う
ち
七
名
を
黒
人
'
六
名
を
白
人
の
訓
練
生
に
割
当
て
た
｡
年
功
権
の
高
か
っ
た
白
人
労
働
者
ブ
ラ
イ
ア
ン
･
ウ
ェ
ー
バ
等
数
名
が
'
人
種
割
当
ゆ
え
に
年
功
権
の
低
い
黒
人
労
働
者
に
熟
練
職
訓
練
生
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
奪
わ
れ
た
と
し
て
集
団
訴
訟
提
起
O
一
審
､
二
審
と
も
原
告
ウ
ェ
ー
バ
側
の
勝
訴
で
あ
っ
た
が
'
最
高
裁
で
逆
転
し
た
｡
本
件
で
の
A
A
P
は
'
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
で
な
く
'
カ
イ
ザ
ー
301
(会
社
)
側
と
労
働
組
合
と
の
団
体
協
約
で
規
定
さ
れ
て
い
た
｡
次
に
雇
用
割
当
で
は
な
い
が
'
A
A
P
が
全
米
の
注
目
を
浴
び
た
バ
ッ
キ
事
件
の
判
旨
を
記
す
｡
R
e
gents
of
U
n
iv
･o
f
C
a
lifornia
v
.
B
akke}
4
38
U
.
S
.
2
6
5
,9
8
S
.Ct
.
2
733
()97
8
)
.
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
(州
立
)
デ
イ
ヴ
ィ
ス
校
医
学
部
の
入
学
割
当
が
争
点
と
な
っ
た
｡
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
人
口
の
専
門
職
に
於
る
代
表
率
を
増
や
そ
う
と
す
る
余
り
'
入
試
得
点
の
高
か
っ
た
白
人
受
験
生
ア
ラ
ン
･
バ
ッ
キ
が
逆
差
別
さ
れ
入
学
を
拒
香
さ
れ
た
｡
州
裁
で
の
一
審
､
二
審
と
も
に
原
告
バ
ッ
キ
支
持
で
'
一
六
名
の
入
学
割
当
は
'
連
邦
憲
法
修
正
第
一
四
条
､
公
民
権
法
六
編
､
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
憲
法
に
達
反
す
る
と
し
た
｡
連
邦
最
高
裁
は
'
前
審
判
決
を
部
分
音
認
､
部
分
否
認
し
'
九
人
の
判
事
が
四
･
一
･
四
と
連
携
し
'
逆
差
別
論
争
の
縮
図
と
化
し
た
｡
入
学
割
当
ヽ
は
六
編
違
反
で
あ
る
が
'
州
立
大
学
が
公
共
政
策
上
'
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
専
門
職
人
口
を
増
や
す
た
め
に
人
種
を
考
慮
す
る
こ
と
は
達
意
で
は
な
い
と
判
示
｡
A
A
P
の
持
ち
上
げ
と
引
き
下
げ
の
功
罪
が
最
も
尖
鋭
化
し
た
事
件
で
あ
っ
た
が
､
バ
ッ
キ
は
差
止
に
よ
り
同
校
に
入
学
し
卒
業
し
て
し
ま
っ
た
の
で
'
本
件
は
ム
1
-
と
な
り
司
法
判
断
適
合
性
は
霧
消
し
た
｡
バ
ッ
キ
事
件
の
最
大
の
イ
ン
バ
ク
ー
は
'
プ
レ
ナ
ン
'
マ
ー
シ
ャ
ル
'
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
'
ホ
ワ
イ
ー
四
判
事
の
反
対
意
見
で
'
そ
れ
は
歴
史
的
差
別
の
痕
跡
を
払
拭
す
る
た
め
に
は
人
種
的
特
恵
措
置
の
大
幅
な
使
用
を
も
辞
さ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
加
え
て
パ
ウ
エ
ル
の
同
意
別
意
見
が
'
人
種
的
割
当
を
多
様
性
の
視
点
か
ら
限
定
的
に
許
容
し
た
と
あ
っ
て
'
割
当
の
許
否
に
関
し
て
は
五
対
四
で
肯
定
さ
れ
た
と
読
め
る
｡
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)
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7
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(7
)
A
A
P
の
最
高
裁
で
の
テ
ス
-
ケ
ー
ス
に
は
､
ド
フ
ユ
ニ
ス
事
件
(七
四
年
)
'
バ
ッ
キ
事
件
(七
八
年
､
前
掲
注
(5
)参
照
)
'
フ
リ
ラ
グ
事
件
ヽ
ヽ
(八
〇
年
)
が
あ
る
が
'
い
ず
れ
も
訴
因
は
憲
法
修
正
第
一
四
条
で
あ
り
､
雇
用
平
等
を
直
接
間
-
七
編
が
最
高
裁
の
専
権
解
釈
に
付
さ
れ
る
の
は
'
七
九
年
の
ウ
ェ
ー
バ
事
件
(前
掲
注
(5
)参
照
)
'
八
四
年
の
メ
ン
フ
ィ
ス
消
防
夫
事
件
'
八
六
年
の
鍍
金
工
事
件
及
び
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
消
防
夫
事
件
と
'
八
〇
年
半
ば
以
降
で
'
七
編
法
理
は
現
在
進
行
中
で
あ
る
｡
(
8
)
七
〇
六
条
準
拠
の
雇
用
機
会
平
等
委
員
会
公
訴
と
'
七
〇
七
条
準
拠
の
司
法
省
公
訴
は
'
七
〇
七
条
伺
項
に
よ
っ
て
同
1
の
訴
訟
開
始
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
(9
)
文
献
(
2
)
八
九
〇
-
八
九
1
貢
参
照
｡
302
整合と統合 (小川水尾)
(10
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25
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F
N
4
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8
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29
C
F
R
S
L6
0
7･4
(D)
(19
8
1)
･
(eq.～
)
七
〇
三
条
㈲項
は
'
｢合
法
な
差
別
｣
で
あ
る
善
意
の
年
功
制
及
び
業
績
主
義
を
違
法
性
阻
却
事
由
と
し
て
確
認
す
る
.
T
e
am
sters
v
･
U
･
S
･}
43
1
U
.
S
.324
()977)
;
F
ra
n
k
s
v
.B
ow
m
a
n
T
ra
n
sp
ortation
C
o
.2
4
2
4
U
,S
.74
7
()9
76
)
,
年
功
制
は
差
別
の
歴
史
性
に
鑑
み
て
'
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
か
ら
差
別
の
永
続
化
を
媒
介
す
る
制
度
と
し
て
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
.
七
〇
三
条
㈲
項
心
目
の
直
接
差
別
'
同
条
項
㈲目
の
間
接
差
別
の
申
立
て
と
結
合
し
て
､
そ
の
善
意
性
が
鋭
-
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
｡
F
irefi
gh
ters
L
oca
l
U
n
ion
178
4
V
･S
totts}
6
79
F
･
2d
54
)
(c
A
6
.
)9
8
2)
,
)0
4
S
.C
t.2576
(19
8
4
)
.
昇
進
'
レ
イ
オ
フ
'
配
属
換
え
な
ど
雇
用
の
中
期
以
降
に
､
白
人
従
業
員
の
年
功
権
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
従
業
員
の
平
等
権
と
抵
触
を
き
た
す
こ
と
が
多
く
七
編
訴
訟
の
代
表
的
な
場
面
に
な
っ
て
い
る
｡
ヽ
ヽ
(
1
)
七
編
の
実
定
条
項
と
し
て
'
七
〇
三
条
㈲
項
山
目
は
俗
に
直
接
差
別
と
説
明
さ
れ
る
違
法
な
雇
用
行
為
を
規
定
す
る
.
｢事
業
主
が
従
業
員
の
人
種
､
膚
の
色
､
宗
教
､
性
も
し
-
は
出
身
国
ゆ
え
に
雇
用
し
な
い
こ
と
'
解
雇
す
る
こ
と
'
或
い
は
給
料
･
雇
用
の
諸
条
件
･
特
権
に
関
し
て
等
の
差
別
を
す
る
こ
と
は
違
法
な
雇
用
行
為
に
該
当
す
る
｣
と
あ
る
｡
白
人
の
事
業
主
A
が
黒
人
の
従
業
員
B
を
黒
い
膚
ゆ
え
に
解
雇
し
た
り
'
他
の
白
人
従
業
員
に
対
し
て
よ
り
も
厳
し
い
懲
戒
処
分
を
な
し
た
り
の
悪
意
の
処
遇
を
な
す
情
況
で
あ
る
｡
訴
訟
化
し
て
A
の
過
失
(悪
意
)
が
B
に
証
明
さ
れ
れ
ば
'
B
の
救
済
に
比
例
し
直
結
す
る
伝
統
的
な
訴
訟
の
態
様
が
予
想
さ
れ
て
い
る
｡
但
し
'
遵
法
な
雇
用
行
為
の
内
容
を
説
明
す
る
の
に
｢差
別
を
す
る
｣
の
言
辞
が
使
わ
れ
て
お
り
'
肝
心
の
｢差
別
を
す
る
｣
の
定
義
の
具
体
性
が
希
薄
で
あ
る
｡
判
事
に
よ
る
司
法
立
法
の
介
入
す
る
拠
点
6
T
で
あ
る
.
立
法
す
る
議
会
も
法
令
が
実
施
さ
れ
る
段
階
で
起
っ
て
-
る
事
実
･
法
律
上
の
争
点
を
裁
判
所
の
判
決
に
委
ね
'
司
法
立
法
を
公
け
に
許
し
て
い
る
側
面
も
あ
る
｡
)
18
C
o
n
g
.R
ec･7
)6
7
()9
72
)
,
ヽ
ヽ
七
〇
三
条
㈲
項
仏
日
は
俗
に
間
接
差
別
と
説
明
さ
れ
る
一
連
の
不
法
な
雇
用
行
為
に
向
け
ら
れ
る
｡
｢
雇
用
機
会
を
奪
っ
た
り
奪
う
傾
向
の
あ
る
方
式
で
'
従
業
員
も
し
-
は
採
用
志
願
者
を
'
当
該
個
人
の
人
種
･
性
･
宗
教
･
出
身
国
ゆ
え
に
'
事
業
主
が
制
限t
､
矧
醜
'
分~
類t
L
た
り
従
業
員
と
し
て
の
地
位
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
等
の
行
為
は
違
法
な
雇
用
行
為
に
該
当
す
る
｣
と
あ
る
｡
事
業
主
及
び
経
営
管
理
層
が
白
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
企
業
も
し
く
は
自
治
体
が
採
用
に
当
っ
て
'
高
校
卒
業
証
書
を
要
件
と
し
た
り
'
身
長
･
体
重
の
上
下
限
を
設
定
し
た
り
､
適
正
テ
ス
ー
'
口
頭
･
筆
記
テ
ス
I
を
行
う
場
合
で
あ
る
｡
志
願
者
の
得
点
で
業
績
を
予
想
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
'
テ
ス
I
の
内
容
と
職
務
の
内
容
が
十
分
に
関
Sod
連
し
て
お
り
'
採
点
が
公
平
で
あ
れ
ば
客
観
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
志
願
者
の
人
種
構
成
に
照
ら
し
て
'
採
用
者
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
人
員
が
極
度
に
少
な
い
場
合
で
あ
る
｡
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
志
願
者
の
採
用
率
が
低
い
と
'
業
務
上
必
要
な
善
意
の
通
性
要
件
か
ら
は
ず
れ
'
人
種
ゆ
え
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
疑
わ
れ
'
悪
影
響
を
蒙
っ
た
と
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
か
ら
企
業
･
自
治
体
に
対
し
て
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
｡
が
'
差
別
行
為
の
主
体
は
組
織
で
あ
り
人
事
慣
行
で
あ
り
非
人
称
の
制
度
で
あ
る
｡
人
事
慣
行
手
続
に
潜
む
差
別
的
意
図
の
摘
出
'
証
明
は
容
易
で
な
く
'
潜
在
的
な
差
別
的
意
図
を
統
計
数
字
で
傍
証
し
た
り
'
顕
在
す
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テ
ス
I
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'
ア
メ
-
カ
心
理
学
協
会
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ア
メ
リ
カ
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育
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協
会
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育
に
於
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測
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問
題
審
議
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等
の
専
門
機
関
設
定
に
よ
る
規
準
に
合
わ
せ
て
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効
化
｣
す
る
に
留
ま
る
｡
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ス
I
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有
効
化
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直
結
す
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接
差
別
訴
訟
で
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'
雇
用
機
会
平
等
委
員
会
､
連
邦
公
務
員
委
員
会
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労
働
省
'
司
法
省
の
共
同
採
択
し
た
｢
従
業
員
選
抜
手
続
に
関
す
る
統
一
指
導
方
針
｣
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あ
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指
導
方
針
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し
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司
法
府
の
熟
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受
け
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針
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体
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規
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に
法
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献
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雇
用
目
標
が
%
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明
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さ
れ
て
い
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七
編
訴
訟
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合
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司
法
省
は
慣
行
と
し
て
コ
ン
セ
ン
ー
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デ
ク
リ
-
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の
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ニ
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ま
た
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七
〇
六
条
吊項
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よ
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雇
用
機
会
平
等
委
員
会
に
与
え
ら
れ
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強
制
執
行
請
求
権
限
'
｢本
条
で
提
起
さ
れ
た
民
事
訴
訟
で
出
さ
れ
た
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
地
裁
の
命
令
に
事
業
主
が
従
わ
な
い
と
き
'
同
委
員
会
は
右
命
令
へ
の
従
順
を
強
制
す
る
手
続
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
｣
が
あ
る
が
'
文
言
中
の
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
命
令
が
'
コ
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セ
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ト
･
デ
ク
リ
ー
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含
む
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六
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労
働
省
の
下
部
機
関
で
あ
る
連
邦
契
約
遵
守
局
が
五
〇
名
以
上
の
従
業
員
を
擁
し
'
年
間
五
万
ド
ル
以
上
の
連
邦
契
約
を
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負
う
建
設
業
者
に
'
商
契
約
と
抱
き
合
わ
せ
で
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材
活
用
分
析
を
し
'
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ノ
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テ
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び
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雇
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こ
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け
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方
針
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デ
ク
リ
ー
の
使
用
を
想
定
し
て
い
る
が
'
指
導
方
針
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力
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際
に
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の
被
害
を
蒙
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を
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事
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数
意
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が
あ
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後
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立
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と
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立
す
る
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契
約
説
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両
当
事
者
の
意
思
表
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-
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因
の
交
換
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対
視
し
'
司
法
関
与
を
潔
し
と
し
な
い
｡
規
定
文
言
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密
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す
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す
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･
判
決
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両
当
事
者
の
合
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司
法
関
与
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特
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司
法
執
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強
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法
行
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理
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四
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れ
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司
法
関
与
を
釈
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す
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が
'
同
時
に
両
当
事
者
の
合
意
が
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在
し
た
の
に
骨
認
さ
れ
な
か
っ
た
デ
ク
リ
ー
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中
間
判
決
と
し
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時
上
訴
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の
手
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す
る
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デ
ク
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ー
の
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団
性
で
あ
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'
デ
ク
リ
ー
の
締
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行
に
よ
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'
直
接
影
響
を
受
け
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従
業
員
'
求
職
者
の
数
が
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万
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ぶ
こ
と
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が
あ
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(全
米
最
大
の
私
企
業
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司
法
省
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用
機
会
平
等
委
員
会
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訴
追
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解
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(全
米
鉄
鋼
業
界
の
大
手
九
社
を
司
法
省
が
訴
追
'
和
解
し
た
｡
九
社
の
市
場
占
有
率
は
七
三
%
で
'
三
〇
万
人
の
従
業
員
を
擁
し
て
い
た
)
…
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uevanov
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ID
･
68
(D,D
.C
,
198)
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(
連
邦
公
務
員
採
用
テ
ス
-
廃
止
を
含
む
連
邦
政
府
の
雇
用
構
造
改
革
を
七
編
下
の
デ
ク
リ
ー
で
履
行
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
､
七
六
年
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
'
七
〇
万
人
が
当
該
採
用
テ
ス
-
-
p
A
C
E
-
を
受
験
し
て
い
た
)
.
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)
前
掲
注
(
19
)
参
照
｡
(
31
)
前
掲
注
(
18
)
参
照
｡
(32
)
｢過
失
な
-
し
て
救
済
な
し
｣
の
法
理
｡
救
済
の
根
拠
と
し
て
過
失
証
明
を
前
提
と
す
る
立
場
で
'
A
A
P
が
訴
訟
化
す
る
と
白
人
当
事
者
か
ら
定
律
的
に
援
用
さ
れ
る
｡
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
司
法
次
官
レ
イ
ノ
ル
ズ
氏
は
､
各
地
の
市
当
局
の
A
A
P
と
そ
の
司
法
執
行
を
当
該
法
理
で
挫
折
せ
し
め
よ
う
と
し
た
｡
ブ
ッ
シ
ュ
新
政
権
の
公
民
権
政
策
も
当
該
法
理
を
基
軸
と
す
る
点
で
は
前
政
権
と
実
質
に
於
て
同
じ
様
子
で
あ
る
｡
集
団
救
済
が
現
在
及
び
将
来
に
捗
っ
て
効
力
を
有
す
る
と
き
の
根
拠
の
問
題
は
'
コ
ン
セ
ン
-
･
デ
ク
リ
ー
の
判
決
効
の
操
作
及
び
規
整
の
問
題
に
な
る
｡
デ
タ
リ
ー
の
請
求
･
争
点
遮
断
効
に
つ
い
て
は
'
紙
幅
上
､
別
紙
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
｡
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ン
セ
ン
ー
･
デ
ク
リ
ー
は
､
実
質
的
に
は
A
A
P
を
防
禦
す
る
論
理
で
'
デ
ク
リ
ー
に
既
刊
効
(争
点
遮
断
効
)
あ
り
と
す
る
命
令
説
で
あ
る
｡
一
度
締
結
さ
れ
た
デ
ク
リ
ー
は
'
再
訴
に
あ
っ
て
訴
え
却
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訴
訟
判
決
を
喰
ら
う
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ilks事
件
の
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高
裁
判
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が
あ
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'
現
在
激
変
中
の
法
域
で
あ
る
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上
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解
を
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認
す
る
と
き
'
地
裁
は
そ
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が
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公
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適
切
､
妥
当
で
'
事
実
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照
ら
し
て
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当
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定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
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司
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受
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